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自己資本は経営の基盤であり、自己資本が充実し
ているほど健全性が高いといえます。
令和元年度（令和2年 3月末）における自己資本

額は 54 億 78 百万円（前年度対比 2 億 5 百万円
減少）、自己資本比率は 13．26％（前年度対比
1．22ポイント低下）となりました。
自己資本比率は、国内基準の 4％を大きく上回っ

ており、経営の健全性を維持しております。
今後も引続き自己資本の充実に努めます。
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令和元年度（令和2年 3月末）の不良債権額は、21億円（前年度対比5億 66百万円増加）で、不良債権比率は5．28％（前年度対比
1．59ポイント上昇）です。（内訳は次表のとおり）
このうち保全額は、前年度対比4億62百万円増加し、19億85百万円（内訳は、担保・保証による回収が可能と認められる金額13億
64百万円、貸倒引当金残高6億20百万円）です。この結果、保全率は94．50％（前年度対比4．81ポイント低下）となっております。
なお、このほかにいざという時に備え、経営安定化積立金12億 30百万円を別途積立てております。


